




昨年度の報告と本年度の追加調査をふまえて、ねこ啼き症候群患児のトータルケアについ

て述べる。そのポイントとしては、合併症の早期発見と適時の治療は当然のこと、出生時

から診断告知時を通じて一生涯、本人と家族を心理的にケアしサポートする体制をチーム

医療として成立させていく必要がある。それによって患児は発達障害があっても本来の能

力を過小評価されることなく十分に発揮でき、一般社会の中で艮好な QOL を保つことが可

能となろう。

なお、本症候群の和名の表記はまだ一貫しておらず、国際名の cri du chat syndrome の

直訳と染色体異常に由来する 5p-(マイナス)の 2 系統の名称があるが、“5p-”には症状の

異なる 5番染色体短腕の腕内欠失も含まれてしまうことや、先天異常症候群において動物

名は不快感を抱かせるので使用しないという命名上の原則を考慮に入れ、ここでは、動物

的印象を薄めた平仮名の“ねこ” (可愛い仔ねこで成猫ではない意味も含め)と啼泣の啼

を用いた名称で統一した。


